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研究成果の概要（和文）：シンポジウム・研究集会を３年開き 31 本の報告を実現、各発表は報

告書に掲載した。巡礼の諸相の解明では、日本の四国遍路、熊野参詣、西国巡礼、海外では１

０巡礼地を調査し、キリスト教世界（古代東部地中海、中世ヨーロッパ、スペイン中近世、イ

ギリス中世・現代）、古代ギリシア、アジア（中国中世、韓国現代、モンゴル中世、エジプト中

世、ジャワ中世）の巡礼で実施。国際比較では、日本の巡礼とキリスト教巡礼での共通性は中

近世では来世での霊的救済と現世利益の実現を願うことであることを示した。 

 

研究成果の概要（英文）：    From 2007 to 2009, we held symposiums and workshops on 

“Shikoku-Henro and the Pilgrimages of the World". We had 31 presentations in three years, 

all of which were published in the proceedings of our project. We researched Shikoku-Henro, 

Kumano-Sankei, and Saigoku-Junrei in Japan, and 10 pilgrimages in other parts of the 

world, which cover the Christian world—eastern parts of the ancient  Mediterranean, 

medieval Europe, medieval and early modern Spain, and medieval and modern England—, 

ancient Greece, and Asia—medieval China, contemporary Korea, medieval Mongol, 

medieval Egypt, and medieval Java. According to our comparative study, the common 

feature of the Japanese pilgrimages and the Christian pilgrimages is that medieval and 

early modern people wished for both their spiritual salvation in the other world and 

benefits in this world. 
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１． 研究開始当初の背景 
（１）1999 年から 2006 年にかけて、巡礼の
共同研究論集や報告集、あるいは個人著作な
ど 11 編も刊行される等、様々な内容の個別
研究がますます多様に展開しつつある中で、
共同研究の比重が大きく高まってきていた。
歴史学、文化人類学、文学、宗教史、地理学
などの多様な学問領域を動員した総合研究
の必要性が提起されていた。 
（２）日本国内の巡礼の中でも活発に研究が
進められている四国遍路と他国の巡礼との
比較、すなわち国際比較研究の推進が強く求
められるようになっていた。当時は巡礼相互
間類似点と相違点がかなり明確に指摘され
るようになっていたが、共同研究や討論のテ
ーブルはまだ準備されてなかった。（３）巡
礼における救済の問題を四国遍路とキリス
ト教巡礼の比較を通して追究する。 
 
２．研究の目的 
四国遍路の研究を中心にして世界各地の

巡礼の歴史的諸相を解明する。（１）遍路は
古代から現代まで全時代に亘って研究を進
める。（２）世界の巡礼では中国、韓国、モ
ンゴル、フィリッピン、チベット、ギリシア、
イギリス、フランス、スペイン、中東イスラ
ーム地域、東南アジア地域、アメリカを対象
に研究を進める。 
３． 研究の方法 
（１）研究組織の内部に分科会を置く。分科
会１は四国遍路研究分科会、同２は世界の巡
礼分科会。分科会１は日本史・民俗学、日本
文学、現代社会と遍路、の３グループを置く。
（２）分科会ごとに研究会を持つ。 
（３）これを基本として、海外及び国内での
現地調査・フィールド調査を重視する。 
（４）四国八十八箇所の札所（霊場）の宿坊
を活用し、札所の日常の一部に触れると共に、
忌憚のない意見交換の場として合宿研究会
を実施する。 
（５）秋には愛媛大学で公開シンポジウム・
研究集会を開催する。ここを研究成果発表の
場とし、全国の研究者の交流の場、そして研
究成果の地域への公開の場とする。 
（６）公開シンポジウム・研究集会の成果は
報告集として刊行し、広く批判・意見を求め
る。  

 
４．研究成果 
成果 

 日本国内の巡礼（四国遍路・西国三十三箇
所・熊野参詣等）の姿が非常に明瞭に見える
ようになった。また外国の巡礼研究も１０地
域以上に及びそれぞれの巡礼の歴史的諸相
がかなりはっきりしてきた。特にサンティア
ゴ巡礼の様々な局面の具体像、イスラム世界
のうち、エジプトのハッジとズィヤーラの存
在と区別あるいはシャイフ（案内人）の存在、
ジャワにおけるイスラームの受容過程、キリ
スト教圏における各時代と各地域における
巡礼の展開過程やその特質等多くの新知見
を得た。とくにエジプトのシャイフ（案内人）
の存在はその参詣書の存在とともに日本に
おける参詣や巡礼の先達等との比較研究が
可能であり、その手がかりを得たことは大き
い。さらに我々の研究活動を通じて遺跡（歴
史的事件の跡、慰霊碑や現場）を巡って現代
の巡礼が発生する、あるいはしたケースが、
韓国・イギリス（戦場巡礼）・アメリカ（日
系アメリカ人収容所跡）などであり、その例
にスポットが当てられた事は大きい。巡礼研
究を一層豊にしてきたといえよう。最後に前
近代社会では人々は巡礼することで、来世に
おける霊的救済と現世における諸願の成就
を期待していた。これは四国遍路とキリスト
教における巡礼において共通しており、この
ことが明確に指摘できるようになったこと
は大きい。こうした事例は巡礼の国際的相互
比較が可能であることを示したものである。 
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